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1. 事業の背景・目的 

滋賀県では、持続可能な地域交通の維持・活性化に向けて「滋賀地域交通ビジョン」を策定し、この具

体策となる滋賀地域交通計画を令和 8 年 3 月に策定した。この中で、厳しさを増している運転士不足へ

の対応など、多様な移動ニーズに既存の公共交通だけで対応することは困難であり、自動運転の実現・

活用は、地域交通の確保・活性化に極めて重要な取組として位置づけている。このため、令和 6 年度

に、県内フィールド調査を実施し、ニーズ、技術面に加え、地域の魅力向上、発信力、波及効果等の観

点から、モデル事例として「彦根市・彦根城ルート」を選定した。 

デスティネーションキャンペーンをターゲットに、ウォーカブルなまちのシンボルとなる「楽しく、グ

リーンな移動手段」として活用し、公共交通全体の活性化やまちの魅力向上等につながるよう、彦根市

と連携して、技術の高度化、社会受容の向上を図りながら、実用化に向けた実証を進めている。 

本事業は、自動運転レベル 4 の社会実装に向け、公道でのレベル 2 実証運行を実施し、課題、対処策の

抽出を行い、次年度以降の実証運行の高度化につなげるものである。 

また、公共交通の利用促進や観光、まちの賑わい創出等の新たな需要の喚起に向けた地域交通ネットワ

ークにおける自動運転の活用可能性について検証することを目的とする。 

2. 実証運行の概要 

実証運行は、彦根市彦根城エリアにおいて、彦根駅（西口）から彦根城（いろは松駐車場）までの往復

約 1.5km のルートで実施した。運行区間における自動運転レベルはレベル 2 であり、運行形式は定時定

路線である。使用車両は Navya Mobility 社製「EVO3」であり、一般運行に先立ち、準備運行を令和 8

年 1 月 9 日から 1 月 30 日まで、関係者試乗運行を 1 月 31 日から 2 月 1 日まで実施し、一般運行は 2

月 2 日から 2 月 16 日までの 15 日間行った。9 時台から 16 時台まで平日は計 9 往復、土日祝日は計 11

往復を運行した。 

 

また、滋賀県湖東合同庁舎内に遠隔監視室を設置し、車両の位置、車内外の状況、車両情報をリアルタ

イムで確認できる設備、体制を構築した。実証事業は、滋賀県を事業主体とし、彦根市(協力)、NTT 西

日本株式会社、NTT ビジネスソリューションズ株式会社、株式会社マクニカが連携し、運行・監視・

乗客対応・アンケート調査・広報等を実施した。 
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3. 主な成果 

3.1. 利用実績 

一般運行期間における累計利用者数は 1,819 人であり、往復 290 便に対する 1 便あたりの利用者数は

6.27 人、乗車率は 69.7％であった。実施時期が彦根市における観光閑散期に該当することを踏まえる

と、これだけの利用者数および乗車率を確保できたことは、ニーズや関心の高さ等実証運行の有効性を

示す成果であったと考えられる。利用者の内訳を見ると、滋賀県内に加え、滋賀県外、海外からの利用

も確認されており、本事業が地域内移動需要への対応にとどまらず、広域からの来訪者のニーズに応え

るものと考えられる。 

また、日別では天候に恵まれた日程において、平日・土日祝日問わず高い乗車率が確認され、平日の平

均乗車率は 64.8％、土日祝日の平均乗車率は 77.8％であり、土日祝日に需要が高い傾向が見られた。便

別では、平日は第 3 便（10:25～）以降、土日祝日は第 3 便（10:00～）以降に利用者数が増加する傾向

が確認された。利用者アンケート結果によれば（※1）、主な来訪の目的について、「観光・お出かけ」

の回答が 58.6％と県内外を問わず最も多い結果となった。運行区間、ダイヤの頻度、JR 等との接続等を

考慮した運行が有効であったと考えられる。 
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3.2. 安全性・技術面 

運行データの分析結果では、自動走行割合は 83.7％であり、準備運行期間を含めた事故件数は 0 件であ

った。 

一方、技術面の課題については、路上駐車車両の回避に伴う手動介入、Stop&Go が複数箇所で発生し

た。また、見通しの悪い三叉路や交通量の多い道路での右折・左折において、自動運転による円滑な判

断が難しく、手動介入が必要となるケースが確認された。さらに、一部区間では GNSS 受信不良により

自動走行の継続が困難となる場面があった。 

以上のとおり、当ルートにおける自動走行の実現可能性と課題箇所を把握した。 

 

 

  

3.3. 社会受容性 

利用者アンケート調査は 1,131 件、Web アンケート調査は 324 件の有効回答を得た（※2）。先述のとお

り、利用者アンケートにおける主な訪問目的は、「観光・お出かけ」が 58.6％と最も多く、特に滋賀県

外の回答者では 79.9％を占めたことから、本実証運行は観光やお出かけ需要との親和性が高いことが確

認された。また、自由記述からは、新たなモビリティとしての「自動運転バス」自体への関心に起因と
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した来訪や、「ひこにゃんラッピングを施した自動運転バス」というご当地のキャラクターとの組み合わ

せにより付加価値が創出された車両を目的とした来訪も見られた。このことから、自動運転バスが移動

手段にとどまらず、地域の魅力向上につながる話題性を有するシンボリックな存在として機能する可能

性が確認された。 

また、利用者アンケートでは、全体の満足度について、「良い」「どちらかと言えば良い」の回答が

83.1％を占めており、「運行ルート・停留所」「運行ダイヤ」「速度」「乗り心地」の各項目いずれにおい

ても、概ね 7 割を超える満足度であったことから、ニーズに応えるものであったと考えられる。 
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4. 今後の検討課題 

本実証により、彦根駅から彦根城前（いろは松駐車場）ルートにおいて、自動運転バスが需要を獲得

し、安全性を確保しながら運行可能であることが確認された。一方で、利用者アンケート、WEB アン

ケート等においては、彦根城周辺や四番町スクエアなどルートの延伸に対するニーズも確認された。技

術面での難易度が高くなると考えられるが、翌年度以降ルートの延伸を図りながら、より効果的なルー

トについて検証していく必要がある。 

 

 

また、利用者アンケートにおいては、「ブレーキがきつい」「せまい」「停車時の衝撃が大きい」といっ

た車両の挙動や車内環境に関する意見が確認された。 

自動運転バスそのものへの受容性が高まる一方で、実際の乗車体験における乗り心地が評価を下げる要

因となる可能性がある。今後の実証運行において、運用方法やコミュニケーションの改善を行うととも

に、車両においては、ゆとりのある座席設定、車椅子やベビーカーの利用を前提とした固定金具の設置

等のバリアフリー対応、ならびに保安員等による着座位置の案内や乗車補助など、ハード・ソフト両面

での対策を検討していく必要があると考えられる。 

また、Web アンケートにおける料金意向について、「一般的なバスの料金と同程度であれば利用する」

が 56.8％、「一般的なバスの料金より安ければ利用する」が 34.9％と回答しており、これを踏まえ料金

設計を検討していく必要がある。 

 



7 

 

5．令和 8 年度実証実験について 

以上の結果を踏まえ、令和 8 年度においては、運行期間、ルートを延伸し、秋に実証運行を行うこと

で、令和 9 年度のデスティネーションに向けて、期間や便数、ルートの実現可能性や有効性を検証す

る。また、将来のレベル４実装を目指して、信号協調など技術面での高度化を講じていくとともに、世

界遺産登録を見据えた取組やまちづくりの取組等と連携しながら、社会受容面、事業面の確保策につい

て、引き続き取り組んでいく。 

 

 

※１「滋賀県自動運転バスに関する利用者アンケート調査（バス車内調査）結果報告書」 

※２「滋賀県自動運転バスに関する WEB アンケート調査（観光客および住民調査）結果報告書」 


